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「
春
は
浅
く
山
里
け
む
り
雪
と
け
て
大
地
は
明
け
る
――
」
。
丹
沢
の
山
開
き

や
丹
沢
音
楽
祭
で
市
民
・
岳
人
に
歌
い
継
が
れ
て
い
る
「
丹
沢
讃
歌
」
。
ふ
る
さ

と
秦
野
の
自
然
と
人
々
を
称
え
る
こ
の
歌
を
「
全
て
の
市
民
に
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
今
年
度
、
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
は
西

小
学
校
６
年
生
と
東
中
学
校
１
・
２
年
生
に
出
張
授
業
を
行
っ
た
。
授
業
で
の
取

り
組
み
と
と
も
に
、
秦
野
市
の
財
産
で
あ
る
丹
沢
讃
歌
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

｢

ふ
る
さ
と
の
歌｣

誕
生

　
秦
野
市
最
大
の
音
楽
祭

「
丹
沢
音
楽
祭
」
の
幕
開
け

と
共
に
、
１
９
８
４
年
に
誕

生
し
た
丹
沢
讃
歌
。
丹
沢
を

心
の
ふ
る
さ
と
と
す
る
音
楽

愛
好
者
ら
の
情
熱
に
よ
り
誕

生
・
献
呈
さ
れ
、
秦
野
市
文

化
会
館
（
現
・
ク
ア
ー
ズ

テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル
）
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
発
表
さ
れ

た
。
作
詞
は
市
内
在
住
の
児

童
文
学
者
森
一
歩
氏
、
作
曲

は
秦
野
市
出
身
・
在
住
で
東

京
室
内
管
弦
楽
団
指
揮
者
等

を
歴
任
し
、
当
時
秦
野
市
音

楽
協
会
会
長
を
務
め
て
い
た

加
藤
正
二
氏
が
担
当
。
市
制

施
行
50
周
年
の
２
０
０
５
年

に
は
歌
碑
が
作
成
さ
れ
、
県

立
秦
野
戸
川
公
園
の
風
の
吊

り
橋
付
近
に
建
立
さ
れ
て
い

丹
沢
。
そ
の
雄
大
な
姿
は
、

秦
野
市
民
共
通
の
原
風
景
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

秦
野
市
ゆ
か
り
の
楽
曲
は
数

多
く
あ
れ
ど
、
誕
生
の
経
緯

や
題
材
を
踏
ま
え
丹
沢
讃
歌

ほ
ど
「
ふ
る
さ
と
の
歌
」
に

ふ
さ
わ
し
い
楽
曲
は
他
に
な

い
と
言
え
る
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
に

　
秦
野
市
を
代
表
す
る
郷
土

の
歌
で
あ
る
丹
沢
讃
歌
だ

が
、
「
歌
え
る
」
市
民
は
一

部
に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
だ
。
せ
っ
か
く
あ
る
素
晴

ら
し
い
歌
を
、
生
か
さ
な
い

手
は
な
い
――
。
秦
野
市
の

文
化
拠
点
で
あ
る
ク
ア
ー
ズ

テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ホ
ー

ル
は
、
「
全
て
の
市
民
に
丹

沢
讃
歌
を
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い

か
ら
、
市
内
小
中
学
校
へ
の

丹
沢
讃
歌
の
出
前
授
業
を
企

画
提
案
し
た
。
「
丹
沢
讃
歌

は
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

（
＝
郷
土
愛
）
の
醸
成
に
も

つ
な
が
る
雄
大
な
歌
。
作
詞

の
森
一
歩
さ
ん
、
作
曲
の
加

藤
正
二
さ
ん
は
市
内
の
小
中

学
校
の
校
歌
も
手
が
け
て
お

り
、
小
中
学
校
で
歌
う
の
に

ふ
さ
わ
し
い
」
と
同
館
は
語

る
。
秦
野
市
教
育
委
員
会
も

ま
た
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
昨
年
４
月
か
ら
「
秦
野
ふ

る
さ
と
科
」
と
名
付
け
て
推

進
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

「
ふ
る
さ
と
秦
野
」
へ
の
両

者
の
思
い
が
合
致
し
、
今
年

度
出
張
授
業
の
実
施
が
実
現

し
た
。

合
唱
連
盟
と
協
働
開
催

　
出
張
授
業
は
、
同
館
と
秦

野
市
合
唱
連
盟
（
加
藤
雅
彦

理
事
長
）
と
の
協
働
開
催
と

な
っ
た
。
同
連
盟
の
有
志
の

メ
ン
バ
ー
約
60
人
が
協
力

し
、
模
範
合
唱
な
ど
指
導
に

あ
た
る
。
指
揮
を
務
め
た
の

は
玉
置
清
明
氏
。
秦
野
市
内

の
高
等
学
校
で
音
楽
教
諭
を

務
め
、
こ
れ
ま
で
も
合
唱
部

の
顧
問
や
市
内
外
の
コ
ー
ラ

ス
団
体
の
指
導
に
尽
力
。
丹

沢
の
山
開
き
式
で
は
丹
沢
讃

歌
の
指
揮
者
を
務
め
る
。

　
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
担
当
し
た

の
は
、
秦
野
市
出
身
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
渡
邊
純
子
氏
。
07
年

か
ら
国
内
唯
一
の
プ
ロ
合
唱

団
で
あ
る
東
京
混
声
合
唱
団

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
務
め
、
全

国
各
地
で
の
一
般
公
演
・
文

化
庁
主
催
の
学
校
公
演
な
ど

で
活
躍
す
る
。

　
丹
沢
讃
歌
を
広
め
る
べ

く
、
秦
野
の
音
楽
シ
ー
ン
を

担
う
人
材
が
駆
け
付
け
た
。

校
の
１
・
２
年
生
約
１
８
０

人
を
対
象
に
授
業
を
実
施
。

生
徒
ら
は
前
も
っ
て
練
習
で

ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ

ノ
ー
ル
の
３
パ
ー
ト
に
分
か

れ
て
お
り
、
小
学
生
よ
り
も

発
展
し
た
内
容
に
挑
戦
。
当

日
は
、
玉
置
氏
の
指
導
に
加

え
合
唱
連
盟
会
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
パ
ー
ト
の
指
導
に
あ

た
っ
た
。
出
張
授
業
は
両
日

と
も
、
最
後
に
は
児
童
・
生

徒
と
合
唱
連
盟
会
員
で
合
唱

し
て
幕
を
閉
じ
た
。
玉
置
氏

は
「
み
な
さ
ん
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
い
歌
唱
力
で
素
晴

ら
し
い
歌
声
で
し
た
」
と
絶

賛
。
加
藤
理
事
長
は
「
丹
沢

讃
歌
は
丹
沢
音
楽
祭
と
山
開

き
式
で
必
ず
歌
い
ま
す
。
ま

た
一
緒
に
歌
え
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
出
張

授
業
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
体
育
館
に
響
く
児
童
・
生

徒
の
伸
び
や
か
な
歌
声
が
印

象
的
だ
っ
た
出
張
授
業
。
こ

の
歌
声
が
、
秦
野
市
中
か
ら

聴
こ
え
る
日
は
遠
く
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

初
の
実
施
は
西
小
で

　
初
の
出
張
授
業
は
昨
年
11

月
27
日
、
西
小
学
校
で
行
わ

れ
た
。
対
象
は
６
年
生
約
１

０
０
人
。
あ
ら
か
じ
め
音
楽

教
諭
の
指
導
の
も
と
、
授
業

で
丹
沢
讃
歌
の
夏
パ
ー
ト
を

練
習
し
、
児
童
ら
は
準
備
を

整
え
て
き
た
。
授
業
冒
頭
で

は
、
丹
沢
讃
歌
が
誕
生
し
た

経
緯
な
ど
概
要
を
説
明
。
同

館
が
製
作
し
た
歌
詞
付
き
の

ビ
デ
オ
で
丹
沢
讃
歌
を
流
し

た
後
、
歌
唱
練
習
の
流
れ
と

な
っ
た
。

　
主
に
歌
唱
指
導
を
担
っ
た

の
は
玉
置
氏
。
「
冬
の
パ
ー

ト
は
最
初
、
フ
ォ
ル
テ
か
ら

勢
い
よ
く
始
ま
る
。
く
っ
き

り
し
た
青
空
と
雪
が
目
の
前

に
ば
っ
と
広
が
る
イ
メ
ー

ジ
。
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い

始
め
は
強
く
歌
お
う
」
。

「
自
然
を
歌
っ
て
い
る
よ
う

だ
け
れ
ど
秦
野
の
人
の
活
動

も
歌
っ
て
い
る
ね
」
。
歌
唱

の
仕
方
だ
け
で
な
く
、
歌
詞

か
ら
広
が
る
情
景
に
つ
い
て

も
解
説
。
時
に
ユ
ー
モ
ア
も

交
え
た
巧
み
な
説
明
で
、
楽

曲
の
魅
力
・
意
義
を
余
す
こ

と
な
く
伝
え
て
い
た
。

　
12
月
11
日
に
は
、
東
中
学

る
。
歌
碑
に
は
、
「
市
民
の

誇
り
で
あ
る
丹
沢
の
山
々
や

自
然
、
そ
の
水
、
土
、
緑
、

風
な
ど
丹
沢
の
四
季
を
讃

え
、
そ
こ
で
生
き
る
人
々
を

表
現
し
た
楽
曲
『
丹
沢
讃

歌
』
を
通
し
て
、
丹
沢
の
自

然
を
愛
す
る
心
を
、
つ
な
い

で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」
と
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
時
代
や
町
な
み
が
変
わ
っ

て
も
、
そ
こ
に
あ
り
続
け
る

西
小
学
校
６
年
生
へ
の
出
張
授
業
（
上
）
と
東
中
学
校
１
・
２
年
生
へ
の
出
張
授
業

秦野戸川公園「風の吊り橋」付近に建てられた歌碑

「
丹
沢
讃
歌
」
の
出
張
授
業

歌
い
継
ぐ
〝
市
民
の
心
〟

｢丹沢讃歌｣音源
はこちら

秦野市が「彫刻のまち」なのを知っていますか？駅周辺や公園
など、実は景観に調和し、さりげなく身近にアートが存在して
います。
NITTANパークおおねにも様々な彫刻が存在していますが、
作品名や制作者はご存じでしょうか？「はだの文化通信ハル
モニア」内で少しずつ紹介していきます。散策ついでに、見つ
けてみてくださいね。

Vol.8

はだの
彫刻探訪

『みどりの星』
作・井上なぎさ

『MANAZASHI（まなざし）』
作・大隅秀雄

『希望』作・小島弘

202512 3

三
代
目
歌
川
豊
国・歌
川
広
重「
当
盛
十
花
撰

　撫子
」

はだの浮世絵ギャラリー　新展示

だの浮世絵ギャラリーとは

はだの浮世絵ギャラリー
秦野市立図書館2階

「百花繚乱－花の浮世絵展－」

TEL.0463-86-6309（市文化振興課）
9：00～19：00（火曜・祝日は17：00まで）秦野市平沢94-1

　1998年に東田原出身の浮世絵収集家・大津圓子氏（1906
年～2000年）より秦野市が寄贈を受け、所蔵する中から、定期
的に作品を入れ替え展示し、紹介しています。

　江戸には桜や梅、藤、菊の名所があり、行楽地として栄えました。また、多
くの愛好家たちによって朝顔や花菖蒲、菊などの品種改良が進み、庶民も
鉢植えを楽しむことができました。江戸の人々も愛でた植物や花の浮世絵
43点を展示します。展示期間は2025年5月6日㈫まで。3月28日㈮、4月
25日㈮、月曜日（祝日の場合は翌平日）は休室。

は

　出
雲
大
社
相
模
分
祠
（
秦

野
市
平
沢
１
２
２
１
）
で
４

月
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
「
菊

作
り
教
室
」
の
参
加
者
募
集

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
で

32
回
目
。
受
講
料
は
無
料
。

教
材
費
は
５
回
分
で
３
７
０

菊
作
り
教
室
の
参
加
者
募
集

４
月
開
始
、
11
月
に
展
示
も

昨
年
行
わ
れ
た
菊
花
展
で
の
作
品
展
示

出雲大社
相模分祠

０
円
（
鉢
代
含
む
）
。
申
し

込
み
は
４
月
20
日
㈰
ま
で
。

全
５
回
開
催
。
初
回
は
４
月

27
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
、
そ

の
後
、
５
・
６
・
８
・
10
月

に
そ
れ
ぞ
れ
１
回
開
催
さ
れ

る
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は

11
月
に
同
神
社

の
境
内
で
行
わ

れ
る｢

菊
花
展｣

で
展
示
さ
れ
る

予
定
。
講
師
は

昨
年
に
引
き
続

き
吉
田
孝
雄
さ

ん
が
務
め
る
。

申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、

出
雲
大
社
相
模

分
祠
☎
０
４
６

３
・
８
１
・
１

１
２
２
へ
。

　秦
野
市
内
外
か
ら
飲
食
な

ど
の
ブ
ー
ス
や
移
動
販
売
車

市
民
ら
５
千
人
で
賑
わ
う

会
場
店
舗
で
は
電
子
決
済
も

はだの
OMOTAN朝市

が
こ
の
ほ
ど
、
水
無
川
沿
い

市
道
６
号
線
な
ど
で
行
わ
れ

た
＝
写
真
。
秦
野
市
商
店
会

連
合
会
主
催
、
本
町
商
店
会

連
合
会
・
秦
野
商
工
会
議

所
・
あ
き
ん
ど
育
成
会
共

催
。　同

イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
グ
ル
メ
が
楽
し
め
る
飲

食
ブ
ー
ス
の
出
店
や
ス
テ
ー

が
出
店
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
は

だ
の
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
朝
市
」

ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

楽
し
め
る
人
気
の
企
画
。
今

年
は
約
50
店
舗
が
出
店
。
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
市

内
外
か
ら
約
５
０
０
０
人
が

訪
れ
た
。
ま
た
、
各
店
舗
で

秦
野
市
の
電
子
地
域
通
貨

「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン
」

が
使
え
る
な
ど
、
新
た
な
試

み
も
行
わ
れ
た
。

エンバーミングなどサン・ライフグループの取り組みが、
NHKや各種メディアで紹介されております。

家族葬式場

お別れ式
222,000円～
（税込価格244,200円～）

家族葬
320,000円～
（税込価格352,000円～）（税込価格335,500円～）

１日葬
305,000円～

しぶさわホール
渋沢駅北口徒歩12分・駐車場完備

完全貸切型の葬祭ホール

皆さまのそばに
サン・ライフはあります

伊勢原総合ホールが
便利です

鶴巻・南矢名にお住まいの方は 神奈川と東京に
107の利用可能斎場がございます

※お客様の了解をいただき、掲載させていただいております。
　（一部抜粋）

　「明るく、楽しく、元気よく」が口癖だった
父。まさにその通りの笑顔に溢れ、好奇
心とチャレンジ精神旺盛な人でした。ガ
ンを患い闘病を続けたものの93歳で天
寿をまっとうしました。
　長期間の闘病の影響で父の顔はやつれ
ており、生前、父自身もそのことをとても気に

していました。そのため、最後はいい表情にし
てあげたいとエンバーミングを依頼しました。
施術後、父の顔は生前の元気だった頃のよ
うにふっくらとし、穏やかで自然な表情になり
ました。父もきっと喜んでくれたと思います。

　生前、父はエンディングノートを記してお
り、その希望に沿った式をしてほしいとス
タッフの川古谷さんにお願いしました。棺
の中に菊を入れてほしいという父の希望に
対し、式場いっぱいに美しい菊の祭壇を
飾っていただき、最後はその花を棺へ入れ
ることができました。また、本人が希望して
いた好きな歌手の曲を式中に流していた
だき感謝しています。一番驚いたことは、打

ち合わせの中で父の好物を聞かれて何気
なく答えたところ、フライドチキンやドーナ
ツ、コーヒーなどたくさんの品が父のために
用意されていたことです。その好物はすべ
て棺の中に納めることができました。食事
が取れない期間が長かったので、向こう
でお腹いっぱい食べてくれたと思います。
　サン・ライフのスタッフの方 に々手を尽く
していただいたおかげで、とても明るい雰
囲気で父を見送ることができました。近所
の方や参列した方からも「昔の葬儀とは
違う、明るくていい式だった」とお声をいた
だきました。葬儀後もわからないことばか
りですが、相続や供養のことなどを相談で
きる頼もしい存在です。

「要望以上の
　　 父らしい見送り」

渋沢
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生前の面影を
取り戻す

エンバーミング

　火葬場が混み合いご葬儀まで日にち
があいてしまっても安心です。長い闘病
生活などでお疲れになった表情もお元
気だった頃の面影を取り戻します。

池田 秀明様

池田様（左）とスタッフの川古谷

迅速な対応とエンバーミング

買
取
は
「
適
正
価
格
」
と
「
信
用
第
一
」
の
店
へ

本
町
四
ツ
角
で
10
年

最
高
値
の
金
な
ど
貴
金
属
、
ブ
ラ
ン
ド
品
、
切
手

　最
高
値
を
更
新
し
て
い
る

金
。｢

お
た
か
ら
や
秦
野
店｣

は
適
正
価
格
で
の
買
取
が
信

条
で
、
金
値
上
り
の
仕
組
み

も
教
え
て
く
れ
る
。
「
価
値当店裏にPあり

近隣P料金負担します
の
あ
る
品
を
安
く
査
定
す
る

店
に
注
意
を
」
と
店
長
。
査

定
は
無
料
。
裏
に
専
用
駐
車

場
有
。
気
軽
に
来
店
を
。

秦 野 店

安心の全国チェーン店

20120・72・8669
遺品整理士（地区統括会員）認定第 ISO9179号

営10：00～18：00 休 水・祝
秦野市寿町1-1 四ツ角交差点

終活カウンセラー2級 会員番号21115101

　頭
高
山
を
愛
す
る
会
（
岡

部
誠
会
長
＝
人
物
風
土
記
で

紹
介
）
が
４
月
13
日
、
「
頭

高
山
八
重
桜
の
里
花
見
会
」

を
開
催
す
る
。
午
前
11
時
開

会
。
入
場
自
由
。

　秦
野
丹
沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
協
賛
の
も
と
、
30
年
以

上
、
頭
高
山
で
八
重
桜
の
管

理
と
整
備
を
行
っ
て
い
る
同

会
。
そ
の
八
重
桜
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
１
９
９
４
年

か
ら
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。

　当
日
、
会
場
で
は
よ
さ
こ

い
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
「
約

２
０
０
本
の
八
重
桜
が
咲
き

誇
る
頭
高
山
を
、
ぜ
ひ
一
度

見
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
同

会
。
問
い
合
わ
せ
は
岡
部
会

長$

０
９
０
・
２
４
１
７
・

３
６
８
３
へ
。

頭
高
山
で
八
重
桜
花
見
会

愛
す
る
会
が
４
月
13
日
開
催

身
元
保
証
や
葬
儀
・
埋
葬
支
援

サ
ン
・
ラ
イ
フ
「
ラ
イ
フ
リ
リ
ー
フ
」
が
脚
光

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
と
っ
て
、
日
頃
の
暮
ら
し

や
将
来
に
対
し
て
、
様
々
な

心
配
や
悩
み
事
を
抱
え
て
し

ま
い
が
ち
。

　
そ
ん
な
終
活
の
不
安
を
解

消
す
る
株
式
会
社
サ
ン
・
ラ

イ
フ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

「
ラ
イ
フ
リ
リ
ー
フ
」
が
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。
一
人
ひ

と
り
に
ぴ
っ
た
り
の
介
護
施

設
の
紹
介
を
始
め
、
施
設
へ

の
入
居
や
病
院
へ
の
入
院
に

際
し
て
、
同
社
が
身
元
保
証

人
と
な
っ
た
り
、
緊
急
の
際

の
窓
口
に
な
っ
て
く
れ
る
。

　
「
自
分
の
葬
儀
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
」
と
言
う
悩

み
に
は
、
元
気
な
う
ち
に
あ

ら
か
じ
め
希
望
通
り
に
自
身

の
葬
儀
ス
タ
イ
ル
を
決
め
て

お
く
こ
と
も
で
き
る
。
火
葬

後
も
同
社
が
収
骨
を
代
行
す

る
ほ
か
、
料
金
の
支
払
い
や

手
続
き
な
ど
全
般
を
担
う
。

埋
葬
に
関
し
て
も
埋
葬
先
が

あ
る
場
合
は
ご
遺
骨
の
搬
送

や
納
骨
を
代
行
。
海
洋
散
骨

（
自
然
葬
）
や
合
祀
墓
で
の

供
養
な
ど
も
要
望
に
応
じ
る

な
ど
、
高
齢
者
の
様
々
な
不

安
を
安
心
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は"

０
１
２

０
・
９
９
・
１
１
６
９
サ

ン
・
ラ
イ
フ
「
ラ
イ
フ
リ

リ
ー
フ
相
談
室
」
へ
。

単身高齢者の
終活サポート

4月13日に頭高山八重桜の里花見会を開
催する頭高山を愛する会の会長を務める

岡部 誠さん
千村在住　62歳

頭
高
山
整
備
し
30
年

　
○
…
１
９
９
４
年
に
地
元

有
志
で
結
成
さ
れ
た
頭
高
山

を
愛
す
る
会
。
「
タ
バ
コ
耕

作
が
終
わ
り
荒
れ
果
て
た
頭

高
山
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」

と
、
人
力
で
整
備
し
地
元
資

源
で
あ
る
八
重
桜
の
植
樹
を

始
め
た
。
翌
年
か
ら
秦
野
丹

沢
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
協

力
し
、
秦
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
も
創
立
40
周
年
記
念
事

業
と
し
て
植
樹
を
行
っ
て
い

る
。
「
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
こ
う
し
た
団
体
の
力
が

あ
っ
て
30
年
以
上
続
い
て
い

る
」
と
感
謝
を
述
べ
る
。

　
○
…
会
発
足
か
ら
３
年
ほ

ど
し
て
入
会
。
父
や
見
知
っ

た
人
た
ち
が
行
う
活
動
に
興

味
を
持
ち
、
会
社
勤
め
を
し

な
が
ら
活
動
に
参
加
し
て
き

た
。
副
会
長
を
経
て
昨
年
、

８
代
目
の
会
長
に
。
定
期
的

な
草
刈
に
、
生
い
茂
っ
た
木

や
竹
林
の
伐
採
、
ヤ
マ
ビ
ル

対
策
、
菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス

の
種
ま
き
、
獣
害
・
台
風
対

策
を
繰
り
返
し
、
整
備
し
た

広
さ
は
２
町
歩
（
約
２
万

㎡
）
に
も
な
る
。
「
八
重
桜

の
時
期
に
な
る
と
、
ハ
イ

カ
ー
や
地
元
の
人
が
喜
ん
で

く
れ
る
の
が
嬉
し
い
」
と
や

り
が
い
を
語
る
。

　
○
…
千
村
で
生
ま
れ
育

つ
。
西
小
・
西
中
出
身
で
、

高
校
を
卒
業
し
就
職
。
結
婚

し
、
２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま

れ
た
。
今
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
し
て
働
い
て
い
る
。
趣
味

は
も
っ
ぱ
ら
里
山
で
の
活

動
。
会
の
仲
間
は
神
輿
会

「
白
山
睦
会
」
で
も
共
に
活

動
し
て
い
る
そ
う
で
、
「
み

ん
な
い
い
人
た
ち
ば
か
り
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
○
…
行
政
の
協
力
で
道
や

ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
る
な
ど

環
境
は
整
っ
た
が
、
一
方
で

高
齢
化
に
よ
る
実
働
人
数
減

少
が
深
刻
な
問
題
。
い
か
に

若
い
人
た
ち
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
「
活
動
が
途
切
れ

れ
ば
、
山
の
再
整
備
は
恐
ら

く
難
し
い
」
。
そ
の
た
め
、

同
会
で
は
千
村
外
か
ら
も
広

く
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

「
東
の
弘
法
山
の
桜
に
並

び
、
西
は
頭
高
山
の
八
重
桜

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
に

し
た
い
」
と
語
る
瞳
に
は
、

地
元
愛
が
溢
れ
て
い
た
。


